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１ はじめに

防虫ネット被覆栽培技術１）は夏秋キュウリのアブ

ラムシ媒介ウイルスによる急性萎凋症を回避するた

め考案され、福島県内に導入が進んでいる。有機栽

培による夏秋キュウリの安定生産技術開発試験を開

始するにあたり、本技術を適用し有機栽培への有効

性を確認している２）。しかし、褐斑病や炭疽病など

の病害対策が課題として残った。このため、数品種

の耐病性や収量性を比較し有機栽培への利用を検討

した。

２ 試験方法

(1)有機栽培状況の現地調査

2005 年から 2008 年まで県内のキュウリ有機栽培

農家 4 戸（ハウス栽培を含む）を調査し、栽培上

の課題や栽培技術の特徴等を抽出した。

(2)褐斑病耐病性の品種比較

1)褐斑病菌接種試験（2006 年)

供試品種を育苗ポットに自根で栽培し、褐斑病菌

（福島県農業総合センター保存菌）を接種後、10

日目、17 日目、24 日目に下葉５枚の病斑数を計測

した。

供試品種：金星114、Ｖサマー、Ｔ－124、豊栄１号

2)圃場試験

圃場で防虫ネット被覆栽培を行い、褐斑病発生の

品種間差及び収量を調査した。ときわパワーＺ２を

台木に用いた。

①供試品種

2006年：金星114、Ｖサマー、Ｔ－124、豊栄１号

2007年：金星114、Ｖサマー、ステータス夏Ⅲ、

ＰＳ－２

②耕種概要

ア 試験場所：農業総合センター有機栽培試験圃場

イ 栽植密度：株間 80cm 畦間 160cm（78 株/a）

ウ 施肥：有機質肥料（ナタネ粕、鶏糞、市販ぼか

し）による施肥

エ 病害虫防除：病害虫の発生に応じて有機農産物

のＪＡＳ規格で認められた資材を散布（Ｚボ

ルドー、サンクリスタル乳剤など）、アブラ

ムシに対して天敵放飼（コレマンアブラバチ

製剤）

オ 防虫ネットの目合い：0.4mm

カ 着果促進：ミツバチ放飼

(3)炭疽病耐病性の品種間差の検討（2008年）

2006、2007年の圃場試験で褐斑病とともに炭疽病

の発生程度を調査した。

また、次の供試品種を育苗ポットに自根で栽培し、

炭疽病菌（福島県農業総合センター保存菌）を接種

後７日目に各株の病斑数を計測した。比較としてＶ

サマー無接種区を設けた。

供試品種：Ｖサマー、金星 114、パイロット、

ステータス夏Ⅲ

(4)耐病性品種の有機栽培への適応性

2008年、褐斑病耐病性が優れる‘Ｖサマー’を供

試してセンター内及び現地で総合実証を行った。

３ 試験結果及び考察

(1)県内のキュウリ有機栽培の状況

県内のキュウリ有機栽培事例の特徴として、①う

どんこ病などの耐病性品種の利用、②積極的な病害

対策は少なく、③病害の多発による減収も多い、な

どが挙げられた。単収には幅があり生産性向上の余

地があった。現地においても、病害、特に褐斑病と

炭疽病に対して耐病性があり収量性を確保できる品

種の活用が必要であると考えられた。

(2)褐斑病耐病性の品種間差

2006年に行った接種試験では、標準品種とした‘

金星１１４’に比べ、‘Ｖサマー’、‘豊栄１号’の

褐斑病の発生は少なかった（図１）。また、圃場試

験でも‘Ｖサマー’、‘豊栄１号’で褐斑病の発生

が少なかった（図２）。

2007 年は褐斑病の発病程度が最も少なかった‘

Ｖサマー’とともに新たな品種を加えて試験を行っ

た。その結果、褐斑病の発生は‘金星１１４’に比

べ、‘Ｖサマー’、‘ステータス夏Ⅲ‘で少なかった

（図３）。収量には差はなかった（表１）。

２か年の試験結果から‘Ｖサマー’が褐斑病に強

く、収量性も問題ないことから有機栽培に適した品

種と判断した。

(3)炭疽病耐病性の検討

圃場試験での炭疽病の発生程度の差は品種間で明



確でなかった（データ省略）。また、菌接種による

ポット試験においても、供試した品種間では発生し

た病斑数に差はなかった（図４）。

(4)耐病性品種の有機栽培への適応性

‘Ｖサマー’はセンター内及び現地とも褐斑病は

発生が少なく、また、特に栽培上の問題はなかった

（データ省略）。

４ まとめ

防虫ネット被覆栽培において、有機栽培による夏

秋キュウリの安定生産技術を開発するため、耐病性

品種による病害軽減を図るため数品種を供試したと

ころ、‘Ｖサマー’が褐斑病に強く収量性も標準品

種並みであった。また、総合実証でも本品種は実用

上問題がなく、有機栽培に適した品種であることを

確認した。これを用いることで褐斑病の被害を軽減

し生産が安定すると考えられる。

一方、炭疽病に対しては供試品種に耐病性の差は

認められなかった。炭疽病に対しては他の耕種的な

防除を講ずる必要がある。
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図１ キュウリ品種の褐斑病発生差異

注）2006 年褐斑病菌接種試験（ポット）

図２ キュウリ品種の褐斑病発生差異

注）2006 年圃場試験
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図３ キュウリ品種の褐斑病発生差異

注）2007 年圃場試験、収穫終了時に調査

表１ キュウリ品種の収量性

注）2007 年圃場試験

図４ キュウリ品種の炭疽病発生差異

注）2008 年炭疽病菌接種試験（ポット）

総果数 規格内果数 上物率

(本/a) (本/a) (％)
金星１１４ 9,792 5,506 56
Vサマー 9,880 5,623 57
ステータス夏Ⅲ 9,870 5,438 55
PS-２ 10,104 5,623 56
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